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(57)【要約】
【課題】
液晶表示装置の表示品質を高めるようにした液晶表示装
置のビデオデータ修正装置及び方法の提供。
【解決手段】
液晶表示装置のビデオデータ修正方法は、入力映像の色
温度の特性を修正するための修正データが前記入力映像
のグレーレベル値に対応して設定されるルックアップテ
ーブルを設けて、入力映像のグレーレベル値に応じたル
ックアップテーブルをアクセスして入力映像のグレーレ
ベル値に対応する色温度修正のデータを取り出して、こ
れを利用してデータラインアドを駆動する。
【選択図】図１６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
データラインとゲートラインの交差部に液晶画素が配置される液晶パネルを具備する液晶
表示装置の駆動装置において、
　入力映像の色温度の特性を修正するための色温度の修正データが前記入力映像のグレー
レベル値に対応して設定されるルックアップテーブルが格納されたメモリ手段と、
　前記入力映像のグレーレベル値につれて前記メモリ手段のルックアップテーブルをアク
セスして前記入力映像のグレーレベル値に対応する色温度修正のデータを取り出すための
メモリ制御手段と、
　前記メモリ制御手段からの色温度の修正データを利用して前記データラインを駆動する
ためのデータ駆動手段とを具備することを特徴とする液晶表示装置のビデオデータ修正装
置。
【請求項２】
　前記ゲートラインにスキャンパルスを順次供給して前記ゲートラインアドを駆動するた
めの行ドライバと、
　前記メモリ制御手段と行ドライバに必要なタイミング制御信号を供給するためのタイミ
ングコントローラとをさらに具備するゲートラインにスキャンパルスを順次供給して前記
ゲートラインアドを駆動するための行ドライバと、
　前記メモリ制御手段と行ドライバに必要なタイミング制御信号を供給するためのタイミ
ングコントローラとをさらに具備することを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置のビ
デオデータ修正装置。
【請求項３】
前記色温度の修正データは前記液晶表示装置の表示映像の色温度が凡そ６５００Ｋを維持
するように入力映像を調整した後に測定されるデータであることを特徴とする請求項１記
載の液晶表示装置のビデオデータ修正装置。
【請求項４】
前記色温度の修正データによって修正されたデータが表示される前記液晶表示装置の表示
映像はその輝度とコントラスト比が前記入力映像の輝度とコントラストを維持することを
特徴とする請求項１記載の液晶表示装置のビデオデータ修正装置。
【請求項５】
データラインとゲートラインの交差部に液晶画素が配置される液晶パネルを具備する液晶
表示装置の駆動方法において、
　入力映像の色温度の特性を修正するための色温度の修正データが前記入力映像のグレー
レベル値に対応して設定されるルックアップテーブルを設ける段階と、
　前記入力映像のグレーレベル値につれて前記ルックアップテーブルをアクセスして前記
入力映像のグレーレベル値に対応する色温度修正のデータを取り出す段階と、
　前記色温度の修正データを利用して前記データラインを駆動する段階を含むことを特徴
とする液晶表示装置のビデオデータ修正方法。
【請求項６】
前記色温度の修正データは前記液晶表示装置の表示映像の色が凡そ６５００Ｋを維持する
ように入力映像を調整した後に測定されるデータであることを特徴とする請求項５記載の
液晶表示装置のビデオデータ修正装置。
【請求項７】
前記色温度の修正データによって修正されたデータが表示される前記液晶表示装置の表示
映像はその輝度とコントラスト比が前記入力映像の輝度とコントラストを維持することを
特徴とする請求項５記載の液晶表示装置のビデオデータ修正方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は液晶表示装置及びその駆動方法に関し、特に液晶表示装置の表示品質を高めるよ
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うにした液晶表示装置のビデオデータ修正装置及び方法に関することである。
【背景技術】
【０００２】
アクティブ・マトリックス駆動方式の液晶表示装置はスイッチング素子として薄膜トラン
ジスタ（以下″ＴＦＴ″という）を利用して自然な動画像を表示している。このような液
晶表示素子はブラウン管に比べて小型化が可能であり、パーソナルコンピュータやノート
ブックコンピュータは勿論、コピー機の事務自動化機器、携帯電話機やポケットベル（登
録商標）の携帯機器まで広範囲に利用されている。
【０００３】
液晶表示装置の駆動装置は図１のようにデジタルビデオデータに変換するためのデジタル
ビデオカード（１）と、液晶パネル（６）のデータライン（ＤＬ）にビデオデータを供給
するための列ドライバ（３）と、液晶パネル（６）のゲートライン（ＧＬ）を順次駆動す
るための行ドライバ（５）と、列ドライバ（３）と行ドライバ（５）を除去するための制
御部（２）と列ドライバ（３）にガンマ電圧を供給するためのガンマ電圧発生部（４）と
を具備する。
【０００４】
液晶パネル（６）は二枚のガラス基板の間に液晶が注入されて、その下部ガラス基板上に
ゲートラインアド（ＧＬ）とデータラインアド（ＤＬ）が相互に直交されるように形成さ
れる。ゲートラインアド（ＧＬ）とデータラインアド（ＤＬ）の交差部にはデータライン
（ＤＬ）から入力される映像を液晶セル（Ｃｌｃ）に選択的に供給するためのＴＦＴが形
成される。このために、ＴＦＴはゲートライン（ＧＬ）にドレーン端子が接続されて、デ
ータライン（ＤＬ）にソース端子が接続される。そしてＴＦＴのドレーン端子は液晶セル
（Ｃｌｃ）の画素電極に接続される。
【０００５】
デジタルビデオカード（１）はアナログ入力映像信号を液晶パネル（６）に適合したデジ
タル映像信号に変換して映像信号に含まれた同期信号を検出する。
【０００６】
制御部（２）はデジタルビデオカード（１）からの赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ
）のデジタルビデオデータを列ドライバ（３）に供給する。また、制御部（２）はデジタ
ルビデオカード（１）から入力される水平/垂直の同期信号（Ｈ、Ｖ）を利用してドット
クラック（Dclk）とゲートスタートパルス（ＧＳＰ）を生成して列ドライバ（３）と行ド
ライバ（５）をタイミング制御する。ドットクラック（Dclk）は列ドライバ（３）に供給
されて、ゲートスタートパルス（ＧＳＰ）は行ドライバ（５）に供給される。
【０００７】
行ドライバ（５）は制御部（２）から入力されるゲートスタートパルス（ＧＳＰ）に応答
して順次スキャンパルスを発生するシフトレジスタと、スキャンパルスの電圧を液晶セル
の駆動に適合したレベルでシフトレジスタさせるためのレベルシフトで構成される。この
行ドライバ（５）から入力されるスキャンパルスに応答してＴＦＴによってデータライン
（ＤＬ）上のビデオデータが液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に供給される。
【０００８】
列ドライバ（３）には制御部（２）から赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のデジタ
ルビデオデータと共にドットクラック（Dclk）が入力される。この列ドライバ（３）はド
ットクラック（Dclk）に同期して赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のデジタルビデ
オデータをラッチした後に、ラッチされたデータをガンマ電圧（Ｖγ）につれて修正する
。そして列ドライバ（３）はガンマ電圧（Ｖγ）によって修正されたデータをアナログデ
ータに変換して１ライン分ずつデータライン（ＤＬ）に供給する。
【０００９】
列ドライバ（３）は図２のように赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のデータが入力
される第１ラッチ（２１）と、第１ラッチ（２１）とデータライン（ＤＬ１ないしＤＬｎ
）の間に直列接続された第２ラッチ（２２）、デジタル・アナログ変換器（以下、″ＤＡ
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Ｃ″という）（２３）及び出力バッファ（２４）と、第２ラッチ（２５）のアドレスを指
定するアドレスシフトレジスタ（２５）とを具備する。
【００１０】
第１ラッチ（２１）は制御部（２）から入力される赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ
）を一時格納して毎水平周期毎に格納されたデータを第２ラッチ（２２）に供給する。
【００１１】
第２ラッチ（２２）はアドレスシフトレジスタ（２５）からのアドレス情報が指示する位
置に第１ラッチ（２１）から供給されるデータを格納して格納された１ライン分のデータ
をデジタルアナログ変換器（２３）に供給する。
【００１２】
ＤＡＣ（２３）は第２ラッチ（２２）からのデータに対応するガンマ電圧（Ｖγ）を選択
してデータライン（ＤＬないしＤＬｎ）に供給する。このＤＡＣ（２３）の詳細な説明は
図６に関して後述される。
【００１３】
出力バッファ（２４）は図６のようにデータライン（ＤＬ）に直列接続された電圧追従機
で構成されてＤＡＣ（２３）からのデータを信号緩衝してデータライン（ＤＬ１ないしＤ
Ｌｎ）に供給する。この出力バッファ（２４）と第２ラッチ（２２）にはインバージョン
駆動方式の例をあげると、ドットインバージョン、ライン（コラム）インバージョン及び
フレームインバージョン駆動方式につれてビデオデータの極性を反転させるように制御部
（２）から極性の反転信号が入力される。
【００１４】
アドレスシフトレジスタ（２５）は第２ラッチ（２２）に格納されるデータに対するアド
レス情報を生成して第２ラッチ（２２）を制御する。
【００１５】
ガンマ電圧の発生部（４）は液晶パネル（６）の電気・光学的な特性を考慮してデータの
グレーレベル値に対応するガンマ電圧（Ｖγ）を生成してＤＡＣ（２３）に供給する役割
をする。ガンマ電圧の発生部（４）から生成されたガンマ電圧（Ｖγ）は図３のように表
現可能な範囲で選択されたグレーレベルの値に対応して電圧の大きさが異なるように設定
される。図３において、ノーマリ・ホワイト・モード（Normally White Mode）で一番低
い輝度のデータはＶｄｄの電圧に対応するＧＭＡ１であり、相対的に低い輝度のデータは
ＧＭＡ２、ＧＭＡ３、…、ＧＭＡＮに対応する。
【００１６】
このようなガンマ電圧（Ｖγ）と共通電圧（Vcom）との相対の電位差によって液晶セル（
Clc）それぞれは特定の輝度のグレーレベルの値を表現する。即ち、図４のようにノーマ
リ・ホワイト・モードの液晶表示装置はガンマ電圧（Ｖγ）と共通電圧（Vcom）間の電位
差が低いとホワイトに近い明るさで映像を表示してガンマ電圧（Ｖγ）と共通電圧（Vcom
）間の電位差が高いほどブラックに近い明るさで映像を表示する。１６進数に表現された
入力映像信号のデータに対応するガンマ電圧（Ｖγ）が選択される時に液晶パネル（６）
の液晶セル（Clc）では図５のようなアナログ電圧が引加される。
【００１７】
ガンマ電圧の発生部（４）はインバージョン駆動方式に対応するように正極性部と負極性
部で分けられる。正極性部の構成は図６のようである。負極性部は供給電圧の極性が異な
るだけで正極性部と実質的に同一の構成を有する。
【００１８】
図６を参照すると、正極性部のガンマ電圧の発生部（４）は分圧抵抗比につれて互いに異
なる電圧レベルの基準電圧（ＶＨ１ないしＶＨ６）を生成する基準電圧生成部（４１）と
、基準電圧生成部（４１）の出力端子に接続されたバッファ部（４２）と、バッファ部（
４２）とＤＡＣ（２３）の間に接続されて基準電圧（ＶＨ１ないしＶＨ６）を分圧した互
いに異なる電圧レベルを有するガンマ電圧（Ｖγ）を出力するガンマ電圧の出力部（４３
）とを具備する。
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【００１９】
基準電圧生成部（４１）は直列接続される第１ないし第６抵抗（Ｒ１ないしＲ６）を含ん
で分圧の抵抗比につれてその電圧のレベルが決定される六つの基準電圧（ＶＨ１ないしＶ
Ｈ６）を生成してバッファ部（４２）に供給する。
【００２０】
バッファ部（４２）は基準電圧生成部（４１）の出力端子とガンマ電圧出力部（４３）の
間に直列接続された電圧の追従機で構成される。このバッファ部（４２）は基準電圧（Ｖ
Ｈ１ないしＶＨ６）を安定化してガンマ電圧の出力部（４３）に供給する。
【００２１】
ガンマ電圧の出力部（４３）は直列で接続された６４個の抵抗（Ｒ１１ないしＲ１６４）
で構成される。このガンマ電圧の出力部（４３）は六つの基準電圧（ＶＨ１ないしＶＨ６
）をより細分化された６４個のガンマ電圧に分圧してＤＡＣ（２３）に供給する。
【００２２】
ＤＡＣ（２３）は第２ラッチ（２２）から６ビットデータ（Ｄ０ないしＤ５）が供給され
るデータ入力部（４４）と、データ入力部（４４）とガンマ電圧の出力部（４３）の間に
接続されたデコーダ（４５）とを具備する。
【００２３】
データ入力部（４４）は各ビットデータの論理値を反転させるためのインバージョンを含
んでデータの反転信号と非反転信号を生成してこれをデコーダ（４５）に供給する。
【００２４】
デコーダ（４５）は多数の論理素子にアレーで構成されてデータ入力部（４４）からの反
転及び非反転データにつれて６４個のガンマ電圧（Ｖγ）の中のいずれか一つを選択して
出力バッファ（２４）に供給する。
【００２５】
最近、液晶表示装置はＰＣ（Personal Computer）、テレビジョン、ＣＤ（Compact Disk
）またはＤＶＤの光記録媒体のプレイヤ、キャムコーダーから入力される映像信号を表示
することができる多様な周辺装置との交換性が要求されている。しかし液晶表示装置の駆
動装置はガンマ電圧がすでに固定された分圧の抵抗比によって固定されているから多様な
周辺装置からの映像信号のそれぞれに適合するようにガンマ電圧を修正することができな
い。その結果、従来の液晶表示装置は周辺装置から入力される映像信号を表示する場合に
周辺装置につれて表示映像の色の歪曲が表れるようになるので表示品質が落ちるようにな
る。また、従来の液晶表示装置は相関色の温度の特性が悪いから入力データの値につれて
一定の色度の座標が得られない問題点がある。即ち、ＣＩＥ（CommitteeInternational E
llumination）のＸＹＺシステムで表現された図７の色座標で分かるように、液晶表示装
置は相関色の温度分布が広くて不規則に表れるようになるので相関色の温度の変化が激し
い。このように相関色の温度の変化が激しいと黒白の映像だけではなくカラーの映像でも
ほしいグレーレベルの値に対応する色の表現が難しくなるので表示映像が不自然になる。
【００２６】
図７において、横軸と縦軸はＣＩＥ座標系で色を表示するときの独立変数ｘ、ｙを表す。
実線は光源から出る光のような光を放射する理想的な黒体の色の温度である。‘・’は入
力映像のグレーレベルの値による相関色の温度である。Ｄ６５は相関色の温度が６５０Ｋ
である昼間の光に対応する標準光源であり、Ｃは相関色の温度が６７７Ｋである曇りの日
の平均的な光に対応する標準光源である。実際に、液晶表示装置において最高の明るさに
該当するビデオデータにだけ適当な色の温度の値を有するので実際の映像が白に見えるよ
うになる。しかしビデオデータのデジタルの値が小さい場合に、即ち暗い場合には相関色
の温度が相当に高くて実際に映像が青く見えて、中間の明るさのビデオデータのデジタル
の値では若干青く見えるようになる。その結果、従来の液晶表示装置は画面が全体的に青
く見えるしかなかったので自然な色の表示が難しかった。これは液晶の物理的、光学的の
特性に寄ることでガンマ電圧の修正によっては解決するのに限界がある。
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【００２７】
従って、本発明の目的は液晶表示装置の表示品質を高めるようにした液晶表示装置のビデ
オデータ修正装置及び方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２８】
本発明による液晶表示装置のビデオデータ修正装置は入力映像の色温度の特性を修正する
ための色温度の修正データが前記入力映像のグレーレベル値に対応して設定されるルック
アップテーブルが格納されたメモリ手段と、前記入力映像のグレーレベル値につれて前記
メモリ手段のルックアップテーブルをアクセスして前記入力映像のグレーレベル値に対応
する色温度修正のデータを取り出すためのメモリ制御手段と、前記メモリ制御手段からの
色温度の修正データを利用して前記データラインを駆動するためのデータ駆動手段とを具
備する。
【００２９】
本発明による液晶表示装置のビデオデータ修正装置はゲートラインにスキャンパルスを順
次供給して前記ゲートラインアドを駆動するための行ドライバと、前記メモリ制御手段と
行ドライバに必要なタイミング制御信号を供給するためのタイミングコントローラとをさ
らに具備するゲートラインにスキャンパルスを順次供給して前記ゲートラインアドを駆動
するための行ドライバと、前記メモリ制御手段と行ドライバに必要なタイミング制御信号
を供給するためのタイミングコントローラとをさらに具備する。
【００３０】
本発明による液晶表示装置のビデオデータの修正方法は入力映像の色温度の特性を修正す
るための色温度の修正データが前記入力映像のグレーレベル値に対応して設定されるルッ
クアップテーブルを設ける段階と、前記入力映像のグレーレベル値につれて前記ルックア
ップテーブルをアクセスして前記入力映像のグレーレベル値に対応する色温度修正のデー
タを取り出す段階と、前記色温度の修正データを利用して前記データラインを駆動する段
階を含む。
【００３１】
前記色温度の修正データは前記液晶表示装置の表示映像の色温度が凡そ６５００Ｋを維持
するように入力映像を調整した後に測定されるデータである。前記の目的以外の本発明に
よる目的及び利点は、添付の図面を参照した本発明の好ましい実施例の説明を通して明ら
かになるだろう。
【発明の効果】
【００３２】
本発明による液晶表示装置のビデオデータ修正装置及び方法は、液晶パネルの色温度の特
性を考慮して入力デジタルビデオデータの色温度の特性を修正する。このように色温度の
特性が修正されると、液晶パネル上で入力した映像の輝度及びコントラストが維持されな
がら欲しい色が自然に表現される。従って、本発明による液晶表示装置のビデオデータ修
正装置及び方法は液晶表示装置と交換の可能な多様な周辺装置から入力される映像の表示
品質を高めることができて、液晶パネル上に表示される色温度の特性を修正してよりよい
画質を提供することができるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
以下、本発明の実施例を添付の図８ないし図２１を参照して詳細に説明する。図８を参照
すると、本発明の第１実施例による液晶表示装置は入力映像の信号をデジタルビデオデー
タに変換するためのデジタルビデオカード（８１）と、多様な周辺装置に対応して既に設
定されたマルチモードのガンマデータを利用してガンマ電圧を発生するマルチモードのガ
ンマ電圧の発生部（８４）と、液晶パネル（８６）のデータライン（ＤＬ）にデータを供
給するための列ドライバ（８３）と、液晶パネル（８６）のゲートライン（ＧＬ）を順次
駆動するための行ドライバ（８５）と、列ドライバ（８３）と行ドライバ（８５）を制御
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するための制御部（８２）とを具備する。
【００３４】
マルチモードのガンマ電圧の発生部（８４）は液晶の電気・光学の特性を考慮してＰＣ、
テレビジョン、光記録媒体のプレイヤ、キャムコーダーの周辺装置から入力される原映像
が液晶パネル（８６）上に自然に表示されるようにマルチモードガンマデータが格納され
ている。また、マルチモードのガンマ電圧の発生部（８４）は使用者のインターペースの
例をあげると、オン・スクリーン・ディスプレー（On Screen Display）操作キー、リモ
コン、マウスまたはキーボードに接続されて使用者からの命令につれて特定のモードのガ
ンマデータを選択する。このように選択されたガンマデータを利用してマルチモードのガ
ンマ電圧の発生部（８４）は表現しようとするグレーレベルでガンマ電圧を分離して列ド
ライバ（８３）に供給する。
【００３５】
列ドライバ（８３）には制御部（８２）から赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のデ
ジタルビデオデータと共にドットクラック（Dclk）が入力される。この列ドライバ（８３
）はドットクラック（Dclk）に同期して赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のデジタ
ルビデオデータをラッチした後に、ラッチされたデータをマルチモードのガンマ電圧の発
生部（８４）からのガンマ電圧（Ｖγ）につれて修正する。そして列ドライバ（８３）は
ガンマ電圧（Ｖγ）によって修正されたデータをアナログデータに変換して１ライン分ず
つデータライン（ＤＬ）に供給する。このために、列ドライバ（８３）はラッチ、ＤＡＣ
、出力バッファ及びアドレスシフトレジスタで構成される。
【００３６】
図９を参照すると、マルチモードのガンマ電圧の発生部（８４）は使用者のインターペー
ス（１００）に接続されたガンマ制御部（９１）と、ガンマ制御部（９１）と列ドライバ
（８３）のＤＡＣ（９６）の間に接続されたメモリ部（９２）、多チャンネルＤＡＣ部（
９３）、バッファ部（９４）及びガンマ電圧の出力部（９５）とを具備する。
【００３７】
ガンマ制御部（９１）は使用者のインターペース（１００）とメモリ部（９２）の間に接
続されて使用者のインターペース（１００）からの使用者の命令につれてメモリ部（９２
）を制御する。このために、ガンマ制御部（９１）は使用者のインターペース（１００）
と有線または無線で接続されてＩ２Ｃバスを経由してメモリ部（９２）に接続されて使用
者の命令を解釈したデータ（Ｉ２Ｃ data）とクラック（Ｉ２Ｃ Clock）をメモリ部（９
２）に供給する。このガンマ制御部（９１）はマイクロコンピュータ（Micro-computer：
μ-com）で具現される。
【００３８】
メモリ部（９２）は周辺装置と交換可能であり液晶の特性を考慮して設定されるマルチ・
モードのガンマデータが格納されている。このガンマデータは交換可能な周辺装置からの
信号を液晶パネル（８６）上に表示した後、正常の画質が表すことができるように実験的
に決定されることができる。このようなガンマデータはビット例をあげると６ビット直列
データで多チャンネルＤＡＣ部（９３）に入力されて各モード別のガンマの基準電圧を指
示する。このメモリ部（９２）はＥＥＰＲＯＭまたはＥＰＲＯＭで具現される。多チャン
ネルＤＡＣ部（９３）はメモリ部（９２）とバッファ部（９４）の間に接続されてメモリ
部（９２）から直列で入力されるガンマデータ（Serial Data）を解釈してガンマデータ
（Serial Data）が指示する八つのガンマ基準電圧（ＧＡＭ１ないしＧＡＭ８）を出力す
る。
【００３９】
バッファ部（９４）は多チャンネルＤＡＣ部（９３）の出力端子とガンマ電圧の出力部（
９５）の間に直列接続された電圧の追従機で構成される。このバッファ部（９４）は八つ
のガンマ基準電圧（ＧＡＭ１ないしＧＡＭ８）を安定化してガンマ電圧の出力部（９５）
に供給する。
【００４０】
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メモリ部（９２）は多チャンネルＤＡＣ部（９３）の入/出力はクラック信号（Ｉ２Ｃ Cl
ock、Serial Data）によって同期される。
【００４１】
ガンマ電圧の出力部（９５）は直列で接続された６４個の抵抗（Ｒ１ないしＲ６４）で構
成される。このガンマ電圧の出力部（９５）は八つのガンマ基準電圧（ＧＡＭ１ないしＧ
ＡＭ８）をより細分化された６４個のガンマ電圧に分圧してＤＡＣ（９６）に供給する。
【００４２】
ＤＡＣ（９６）は図示しない列ドライバのラッチから６ビットデータ（Ｄ０ないしＤ５）
が供給されるデータ入力部（９９）と、データ入力部（９９）とガンマ電圧の出力部（９
５）の間に接続されたデコーダ（９８）とを具備する。データ入力部（９９）は各ビット
データの論理値を反転させるためのインバータを含んでデータの反転信号と非反転信号を
生成してこれをデコーダ（９８）に供給する。
【００４３】
デコーダ（９８）は多数の論理素子アレーで構成されてデータ入力部（９９）からの反転
及び非反転データにつれて６４個のガンマ電圧（Ｖγ）中のいずれか一つを選択して出力
バッファ（９７）に供給する。図１０を参照すると、多チャンネルＤＡＣ部（９３）は駆
動電圧（Ｖｃｃ）と基底電圧（ＧＮＤ）が供給されて、メモリ部（９２）から直列ガンマ
データ（Serial Data）とガンマデータ（Serial Data）が入力されるデータ受信部（１０
１）と、供給電源（Ｖｄｄ）が入力される基準電圧発生部（１０２）と、データ受信部（
１０１）及び基準電圧発生部（１０２）に共通に多数のデジタルアナログ変換器（以下、
“ＤＡＣ”という）（１０３Ａないし１０３Ｈ）とを具備する。
【００４４】
データ受信部（１０１）はメモリ部（９２）からのガンマデータを多数のＤＡＣ（１０３
Ａないし１０３Ｈ）に共通に供給する。
【００４５】
基準電圧発生部（１０２）は供給電圧（Ｖｄｄ）を分圧してモード別に互いに異なる電圧
レベルを有する基準電圧を発生してＤＡＣ（１０３Ａないし１０３Ｈ）に供給する。
【００４６】
ＤＡＣ（１０３Ａないし１０３Ｈ）に入力されたガンマデータは図１１のように１ビット
のスタートビット（Ｓ）、４ビットのアドレスビット（Ａ０ないしＡ３）、４ビットのサ
ブアドレスビット（ＳＡないしＳＤ）及び１ビットのデータのヘッドビット（Ａ）及び６
ビットのガンマデータ（Ｄ０ないしＤ５）を含んで１８ビットのデータピケットである。
スタートビット（Ｓ）はデータピケットの初めを指示する。アドレスビット（Ａ０ないし
Ａ３）は多数のＤＡＣ（１０３Ａないし１０３Ｈ）のそれぞれを指定して、サブアドレス
ビット（ＳＡないしＳＤ）はＤＡＣ（１０３Ａないし１０３Ｈ）の内のアドレスを指定す
る。ヘッドビット（Ａ）はガンマデータ（Ｄ０ないしＤ５）の初めを指示する。ＤＡＣ（
１０３Ａないし１０３Ｈ）はデータ受信部（１０１）からの直列ガンマデータを解釈して
、ガンマデータが指示する八つのガンマ基準電圧（ＧＡＭ１ないしＧＡＭ８）を出力する
。
【００４７】
下の表１はＤＡＣ（１０３Ａないし１０３Ｈ）から出力されるモード別（ＭＯＤＥ Ａな
いしＭＯＤＥ Ｄ）ガンマ基準電圧（ＧＡＭ１ないしＧＡＭ８）の一例を表す。
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【表１】

表１及び図１０から分かるように、ガンマデータの論理値によってＤＡＣ（１０３Ａない
し１０３Ｈ）は特定のモードのガンマ基準電圧（ＧＡＭ１ないしＧＡＭ８）を出力する。
モードＡ（ＭＯＤＥ Ａ）のガンマ基準電圧を出力する場合、第１ＤＡＣ（１０３Ａ）は
′０００００１′のガンマデータに応答して基準電圧の発生部（１０２）からの基準電圧
の中の０.１８７５Ｖを選択して第２ないし第８ＤＡＣ（１０３Ｂないし１０３Ｈ）それ
ぞれはモードＡ（ＭＯＤＥ Ａ）の異なるガンマ基準電圧（ＧＡＭ２ないしＧＡＭ８）を
出力する。
【００４８】
このようにモード別（ＭＯＤＥ ＡないしＭＯＤＥ Ｄ）で選択されたガンマ基準電圧（Ｇ
ＡＭ１ないしＧＡＭ８）はガンマ電圧の出力部（９５）によって６４個のガンマ電圧で分
圧される。下の表２－１及び表２－２はモードＡ（ＭＯＤＥ Ａ）のガンマ電圧を表す。
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【表３】

【００４９】
図１２は本発明の第２実施例による液晶表示装置を表す。図１２を参照すると、本発明の
第２実施例による液晶表示装置は入力映像信号をデジタルビデオデータに変換するための
デジタルビデオカード（１２）と、多様な周辺装置に対応して既に設定されたマルチモー
ドのガンマデータ（γ Data）を列ドライバ（１２３）に供給するためのメモリ/ガンマ制
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御部（１２４）と、液晶パネル（１２６）のゲートライン（ＧＬ）を順次駆動するための
行ドライバ（１２５）と、列ドライバ（１２３）と行ドライバ（１２５）を制御するため
の制御部（１２２）とを具備する。
【００５０】
メモリ/ガンマ制御部（１２４）には液晶の電気・光学的な特性を考慮してＰＣ、テレビ
ジョン、光記録媒体のプレイヤ、キャムコーダーの周辺装置から入力される原映像が液晶
パネル（１２６）上で自然に表示されるようにマルチモードのガンマデータ（γ Data）
が格納されている。メモリ/ガンマ制御部（１２４）は使用者のインターペースに接続さ
れて使用者からの命令につれて特定のモードのガンマデータ（γ Data）を選択する。こ
のように選択されたガンマデータ（γ Data）は列ドライバ（１２３）に入力される。ガ
ンマデータ（γ Data）はクラック信号（Clock）はＩ２Ｃバスラインを経由して列ドライ
バ（１２３）に転送される。
【００５１】
列ドライバ（１２３）には制御部（１２２）から赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）
のデジタルビデオデータと共にドットクラック（Dclk）が入力されることと共にメモリ/
ガンマ制御部（１２４）からガンマデータ（γ Data）とクラック信号（Clock）が入力さ
れる。この列ドライバ（１２３）はドットクラック（Dclk）に同期して赤色（Ｒ）、緑色
（Ｇ）及び青色（Ｂ）のデジタルビデオデータをラッチした後に、ラッチされたデータを
ガンマデータ（γ Data）によって選択されたモード（ＭＯＤＥ ＡないしＭＯＤＥ Ｄ）
のガンマ電圧（Ｖγ）を生成する。列ドライバ（１２３）によって生成されたガンマ電圧
はビデオデータの輝度につれて選択されて液晶パネル（１２６）のデータライン（ＤＬ）
に供給される。このために、列ドライバ（１２３）はラッチ、ＤＡＣ、出力バッファ及び
アドレスシフトレジスタが接続されて制御部（１２２）からのデータを処理する。また、
列ドライバ（１２３）はガンマデータ（γ Data）に応答してガンマ電圧を生成するため
の回路が内蔵される。
【００５２】
図１３を参照すると、列ドライバ（１２３）はメモリ/ガンマ制御部（１２４）からガン
マデータ（γ Data）とクラック信号（Clock）が入力される多チャンネルＤＡＣ部（１３
２）と図示しないラッチからデータが入力されるデータ入力部（１３４）と、データ入力
部（１３４）と多チャンネルＤＡＣ部（１３２）の間に接続されるバッファ部（１３３）
及びデコーダ（１３５）と、デコーダ（１３５）と液晶パネル（１２６）のデータライン
（ＤＬ）の間に接続された出力バッファ（１３６）とを具備する。メモリ/ガンマ制御部
（１２４）は使用者のインターペース（１３０）と列ドライバ（１２３）の間に接続され
て使用者のインターペース（１３０）からの使用者の命令につれて特定モード（ＭＯＤＥ
 ＡないしＭＯＤＥ Ｄ）のガンマデータ（γ Data）をクラック信号（Clock）と共に出力
する。このために、メモリ/ガンマ制御部（１２４）には液晶表示装置と交換可能な周辺
装置のそれぞれに対応する多数のモードに対応してその論理の値が設定されたガンマデー
タが格納されている。メモリ/ガンマ制御部（１２４）は図９のガンマ制御部（１２４）
とメモリ部（９２）が統合されて一つのチップで集積される。
【００５３】
列ドライバ（１２３）の多チャンネルＤＡＣ部（１３２）はメモリ/ガンマ制御部（１２
４）とバッファ部（１３３）の間に接続されてメモリ/ガンマ制御部（１２４）から入力
されるガンマデータ（γ Data）を解釈してガンマデータ（γ Data）が指示するモード（
ＭＯＤＥ ＡないしＭＯＤＥ Ｄ）に対応する６４個のガンマ電圧を出力する。
【００５４】
多チャンネルＤＡＣ部（１３２）は供給電圧（Ｖｄｄ）を分圧して各モード別（ＭＯＤＥ
 Ａないし ＭＯＤＥ Ｄ）に含まれたガンマ基準電圧を生成するためのＤＡＣと、ガンマ
データ（γ Data）の論理値につれてガンマ基準電圧を選択するためのＤＡＣと、各モー
ド別（ＭＯＤＥ ＡないしＭＯＤＥ Ｄ）で選択されたガンマ基準電圧を分圧して６４個の
ガンマ電圧を生成するためのＤＡＣが内蔵される。従って、多チャンネルＤＡＣ部（１３
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２）にＤＡＣを利用して各モード別で選択されたガンマ電圧を生成するために分圧抵抗を
必要としない。
【００５５】
バッファ部（１３３）は多チャンネルＤＡＣ部（１３２）の出力端子とデコーダ（１３５
）の間に直列接続された電圧の追従機で構成される。このバッファ部（１３３）はモード
別で選択された６４個のガンマ電圧を安定化してデコーダ（１３５）に供給する。
【００５６】
データ入力部（１３４）は各ビットデータの論理値を反転させるためのインバータを含ん
でデータの反転信号と非反転信号を生成してこれをデコーダ（１３５）に供給する。
【００５７】
デコーダ（１３５）は多数の論理素子アレーで構成されてデータ入力部（１３４）からの
反転及び非反転データにつれて６４個のガンマ電圧（Ｖγ）中のいずれか一つを選択して
出力バッファ（１３６）に供給する。
【００５８】
多チャンネルＤＡＣ部（１３２）、バッファ部（１３３）、データ入力部（１３４）、デ
コーダ（１３５）及び出力バッファ（１３６）は列ドライバ（１２３）に一つのチップで
集積される。
【００５９】
図１４は本発明の第３実施例による液晶表示装置を表す。図１４を参照すると、本発明の
第３実施例による液晶表示装置は入力映像信号をデジタルビデオデータで変換するための
デジタルビデオカード（１４１）と、多様な周辺装置に対応して既に設定されたマルチモ
ードのガンマデータ（γ Data）と赤緑青（ＲＧＢ）データを列ドライバ（１４３）に供
給するためのタイミング/ガンマ制御部（１４２）と、液晶パネル（１４５）のゲートラ
イン（ＧＬ）を順次駆動するための行ドライバ（１４４）とを具備する。
【００６０】
タイミング/ガンマ制御部（１４２）はデジタルビデオカード（１４１）からの赤色（Ｒ
）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のデジタルビデオデータを列ドライバ（１４３）に供給す
ることと共にゲートスタートパルス（ＧＳＰ）を行ドライバ（１４４）に供給する。また
、タイミング/ガンマ制御部（１４２）はデジタルビデオカード（１４１）から入力され
る水平/垂直同期信号（Ｈ、Ｖ）によって生成されたタイミング信号を列ドライバ（１４
３）と行ドライバ（１４４）に供給する。このタイミング/ガンマ制御部（１４２）には
液晶の電気・光学的な特性を考慮してＰＣ、テレビジョン、光記録媒体のプレイヤ、キャ
ムコーダーの周辺装置から入力される原映像が液晶パネル（１４５）上で自然に表示され
るようにマルチモードのガンマデータ（γ Data）が格納されている。タイミング/ガンマ
制御部（１４２）は使用者のインターペースに接続されて使用者からの命令につれて特定
のモードのガンマデータ（γ Data）を選択する。このように選択されたガンマデータ（
γ Data）は列ドライバ（１４３）に入力される。ガンマデータ（γ Data）はクラック信
号（Clock）はＩ２Ｃバスラインを経由して列ドライバ（１４３）に転送される。このた
めに、タイミング/ガンマ制御部（１４２）は図９のガンマ制御部（９１）とメモリ部（
９２）及び図１２の制御部（１２２）が統合されて一つのチップで集積される。
【００６１】
列ドライバ（１４３）にはタイミング/ガンマ制御部（１４２）から赤色（Ｒ）、緑色（
Ｇ）及び青色（Ｂ）のデジタルビデオデータと共にドットクラック（Dclk）が入力される
ことと共にタイミング/ガンマ制御部（１４２）からガンマデータ（γ Data）とクラック
信号（Clock）が入力される。この列ドライバ（１４３）はドットクラック（Dclk）に同
期して赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のデジタルビデオデータをラッチした後に
、ラッチされたデータをガンマデータ（γ Data）によって選択されたモード（ＭＯＤＥ 
ＡないしＭＯＤＥ Ｄ）のガンマ電圧（Ｖγ）を生成する。列ドライバ（１４３）によっ
て生成されたガンマ電圧はビデオデータの輝度につれて選択されて液晶パネル（１４３）
によってデータライン（ＤＬ）に供給される。このために、列ドライバ（１４３）はラッ
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チ、ＤＡＣ、出力バッファ及びアドレスシフトレジスタが接続されてタイミング/ガンマ
制御部（１４２）からのデータを処理する。また、列ドライバ（１４３）はガンマデータ
（γ Data）に応答してガンマ電圧を生成するための回路が内蔵される。
【００６２】
図１５を参照すると、列ドライバ（１４３）はタイミング/ガンマ制御部（１４２）から
ガンマデータ（γ Data）とクラック信号（Clock）が入力される多チャンネルＤＡＣ部（
１３２）と、図示しないラッチからデータが入力されるデータ入力部（１５４）と、デー
タ入力部（１５４）と多チャンネルＤＡＣ部（１５２）の間に接続されるバッファ部（１
５３）及びデコーダ（１５５）と、デコーダ（１５５）と液晶パネル（１４５）のデータ
ライン（ＤＬ）の間に接続された出力バッファ（１５６）とを具備する。
【００６３】
列ドライバ（１４３）と多チャンネルＤＡＣ部（１５２）はタイミング/ガンマ制御部（
１４２）とバッファ部（１５３）の間に接続されてタイミング/ガンマ制御部（１４２）
から入力されるガンマデータ（γ Data）を解釈してガンマデータ（γ Data）が指示する
モード（ＭＯＤＥ ＡないしＭＯＤＥ Ｄ）に対応する６４個のガンマ電圧を出力する。
【００６４】
多チャンネルＤＡＣ部（１５２）は供給電圧 （Ｖｄｄ）を分圧して各モード別（ＭＯＤ
Ｅ ＡないしＭＯＤＥ Ｄ）に含まれたガンマ基準電圧を生成するためのＤＡＣと、ガンマ
データ（γ Data）の論理値につれてガンマ基準電圧を選択するためのＤＡＣと、各モー
ド別（ＭＯＤＥ ＡないしＭＯＤＥ Ｄ）で選択されたガンマ基準電圧を分圧して６４個の
ガンマ電圧を生成するためのＤＡＣが内蔵される。従って、多チャンネルＤＡＣ部（１５
２）はＤＡＣを利用して各モード別で選択されたガンマ電圧を生成するために分圧抵抗を
必要としない。
【００６５】
バッファ部（１５３）は多チャンネルＤＡＣ部（１５２）の出力端子とデコーダ（１５５
）の間に直列接続された電圧の追従機で構成される。このバッファ部（１５３）はモード
別で選択された６４個のガンマ電圧を安定化してデコーダ（１５５）に供給する。
【００６６】
データ入力部（１５４）は各ビットデータの論理値を反転させるためのインバータを含ん
でデータの反転信号と非反転信号を生成してこれをデコーダ（１５５）に供給する。
【００６７】
デコーダ（１５５）は多数の論理素子アレーで構成されてデータ入力部（１５４）からの
反転及び非反転データにつれて６４個のガンマ電圧（Ｖγ）中のいずれか一つを選択して
出力バッファ（１５６）に供給する。
【００６８】
多チャンネルＤＡＣ部（１５２）、バッファ部（１５３）、データ入力部（１５４）、デ
コーダ（１５５）及び出力バッファ（１５６）は列ドライバ（１４３）に一つのチップで
集積される。
【００６９】
図１６は本発明の第４実施例による液晶表示装置を表す。図１６を参照すると、本発明の
第４実施例による液晶表示装置は入力映像信号をデジタルビデオデータで変換するための
デジタルビデオカード（１６１）と液晶パネル（１６６）のデータライン（ＤＬ）にデー
タを供給するための列ドライバ（１６３）と、液晶パネル（１６６）のゲートライン（Ｇ
Ｌ）を順次駆動するための行ドライバ（１６５）と、ガンマ電圧を発生するマルチモード
ガンマ電圧の発生部（１６４）と、ビデオデータの色温度を修正するためのルックアップ
テーブルドライバ（１６７）と、列ドライバ（１６３）と行ドライバ（１６５）を制御す
るための制御部（１６２）とを具備する。
【００７０】
デジタルビデオカード（１６１）はアナログ入力映像信号を液晶パネル（１６６）に適合
したデジタル映像信号に変化して映像信号に含まれた同期信号を検出する。
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【００７１】
制御部（１６２）はデジタルビデオカード（１６１）からの赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び
青色（Ｂ）のデジタルビデオデータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）をルックアップテーブルドライバ（１
６７）に供給する。また、制御部（１６２）はデジタルビデオカード（１６１）から入力
される水平/垂直の同期信号（Ｈ、Ｖ）を利用してドットクラック（Dclk）とゲートスタ
ートパルス（ＧＳＰ）を生成して列ドライバ（１６３）と行ドライバ（１６５）をタイミ
ング制御する。列ドライバ（１６３）にはルックアップテーブルドライバ（１６７）によ
って色温度が修正された赤色（Ｒ）、緑色 （Ｇ）及び青色（Ｂ）のデータが供給される
。この列ドライバ（１６３）はルックアップテーブルドライバ（１６７）から供給される
色温度の修正データ（ＣＲ、ＣＧ、ＣＢ）をガンマ電圧の発生部（１６４）から供給され
るガンマ電圧（Ｖγ）に修正して液晶パネル（１６６）のデータライン（ＤＬ）に供給す
る。
【００７２】
行ドライバ（１６５）は制御部（１６２）から入力されるゲートスタートパルス（ＧＳＰ
）に応答して順次スキャンパルスを発生するシフトレジスタと、スキャンパルスの電圧を
液晶セルの駆動に適合するようレベルシフトさせるためのレベルシフトで構成される。こ
の行ドライバ（１６５）から入力されるスキャンパルスに応答してＴＦＴによってデータ
ライン（ＤＬ）上のビデオデータが液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に供給される。ガンマ
電圧の発生部（１６４）は液晶の電気・光学的な特性を考慮してグレーレベルにつれて直
流レベルが異なるように設定されたガンマ電圧（Ｖγ）を発生して列ドライバ（１６３）
に供給する。
【００７３】
ルックアップテーブルドライバ（１６７）は液晶パネル（１６６）上に表示されるデータ
の相関色の温度が凡そ６５００ＫであるＤ６５光源に一致するように制御器（１６２）か
ら供給されるビデオデータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の色温度を修正する。
【００７４】
このルックアップテーブルドライバ（１６７）は図１７のように色温度の修正データ（Ｃ
Ｒ、ＣＧ、ＣＢ）が格納されたメモリ（１７２）と、メモリ（１７２）を制御するための
メモリ制御器（１７１）で構成される。
【００７５】
メモリ（１７２）に格納された色温度の修正データ（ＣＲ、ＣＧ、ＣＢ）は次のような過
程で決定される。先に、ルックアップテーブルドライバが設置されない従来の液晶表示装
置を駆動して入力デジタルビデオデータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）のグレーレベルの値とそれによる
表示映像の相関色の温度の特性を測定する。そして、入力デジタルビデオデータ（Ｒ、Ｇ
、Ｂ）の輝度値をそのまま維持するように入力デジタルビデオデータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）のグ
レーレベル後が調整される。このように調整されたデータに対する表示映像がＤ６５光源
の色座標と一致して入力デジタルビデオデータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の明るさがそのまま 維持
されると調整データは色温度の修正データ（ＣＲ、ＣＧ、ＣＢ）としてルックアップテー
ブルの形態でメモリ（１７２）に格納される。このように決定された色温度の修正データ
（ＣＲ、ＣＧ、ＣＢ）以外の色温度の修正データ（ＣＲ、ＣＧ、ＣＢ）は図１８のような
線形の補間によって決定される。
【００７６】
メモリ制御器（１７１）はタイミング制御部（１６２）からのビデオデータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ
）のグレーレベルの値と対応する色温度の修正データ（ＣＲ、ＣＧ、ＣＢ）をメモリ（１
７２）から読み出して列ドライバ（１６３）に供給する。
【００７７】
従来の液晶表示装置は相関色の温度が高いために青色が主に見られる。本発明による液晶
表示装置は青色の色温度の修正データ（ＣＢ）の輝度の値が図１８で分かるように入力デ
ジタルビデオデータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の輝度値に比べて減るようになる。そして赤色の色温
度の修正データ（ＣＧ）の輝度値は入力デジタルビデオデータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の輝度値に
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比べて増加する。緑色の色温度の修正データ（ＣＧ）は輝度値の激しい変化をもたらさな
いように変化されなくて入力デジタルビデオデータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の輝度値と殆ど一致す
る。実際に、ルックアップテーブルドライバが設置されていない従来の液晶表示装置の赤
色、緑色及び青色デジタルビデオデータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の輝度値がそれぞれ１９５、１９
５、１９５である場合に実際に表示映像の輝度値は１１１ｃｄ/ｍ２である。このような
入力デジタルビデオデータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を修正する赤色の色温度の修正データ（ＣＲ）
はその輝度値が′２０４′に増加する反面に、青色の色温度の修正データ（ＣＢ）は′１
８０′に減少される。そして緑色の色温度の修正データ（ＣＧ）の輝度値は′１９５′に
緑色の入力デジタルビデオデータ（Ｇ）のそれと同一である。このように入力デジタルビ
デオデータを修正した色温度の修正データ（ＣＲ、ＣＧ、ＣＢ）に対する実際の表示映像
の輝度値は修正する前の入力デジタルビデオと同一である１１１ｃｄ/ｍ２である。
【００７８】
一方、表示しようとするグレーレベル範囲が０～２５５グレーレベルであると線形の修正
データ（ＣＲ、ＣＧ、ＣＢ）の最小値である′０′と最大である′２５５′付近の値はコ
ントラスト比（Contrast ratio）を維持するように修正されずに入力デジタルビデオデー
タのそれと一致する。また、グレーレベルの値′０′付近の値が修正されないと、観測者
の視覚特性上の明るさが減ると色の認知の能力がその分落ちるので修正しても色修正の効
果がほとんどないためである。
【００７９】
色温度の修正データ（ＣＲ、ＣＧ、ＣＢ）を利用してデータを修正した後、液晶パネル（
１６６）に表示された実際の映像の色温度の特性を模擬実験した結果は図１９のようであ
る。
【００８０】
図１９を参照すると、従来の液晶表示装置の色温度は０～１００までの入力デジタルビデ
オデータのグレーレベル範囲で凡そ８８００Ｋ～９８００Ｋの色温度の範囲で変化して、
１００～２５５までの入力デジタルビデオデータのグレーレベル範囲で凡そ９８００Ｋ～
６５００Ｋまで変化する。このように従来の液晶表示装置は相関色の温度の特性が広く分
布されるが、色温度の修正データ（ＣＲ、ＣＧ、ＣＢ）を利用して入力デジタルビデオデ
ータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を修正した液晶表示装置は凡そ０～５０までのグレーレベル範囲を除
いた異なるグレーレベル値でＤ６５光源のような凡そ６５００Ｋの色温度を維持する。
【００８１】
本発明による液晶表示装置は図２０のように各グレーレベル値に対する色座標も殆ど一定
に維持される。
【００８２】
図２１で分かるように、入力デジタルビデオデータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の色度の座標と液晶パ
ネル（１６６）上に表示された実際の映像の色度座標の間には大きな差がある。これに比
べて、本発明による液晶表示装置はルックアップテーブルの色温度の修正データ（ＣＲ、
ＣＧ、ＣＢ）で修正されたデータを液晶パネル（１６６）上に表示することで液晶パネル
（１６６）上の実際の映像の色度の座標が入力デジタルビデオデータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）に殆
ど近接になって欲しい色を自然に表現することができるようになる。図２０及び図２１に
おいて、横軸と縦軸はＣＩＥ座標系で独立変数ｘ、ｙを表す。
【００８３】
以上説明した内容を通して当業者であれば本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な変
更及び修正が可能であることが分かる。従って、本発明の技術的な範囲は明細書の詳細な
説明に記載された内容に限らず特許請求の範囲によって定めなければならない。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】図１は従来の液晶表示装置を表すブロック図である。
【図２】図２は図１に図示された列ドライバを詳細に表すブロック図である。
【図３】図３は図１に図示されたガンマ電圧の発生部から生成されるガンマ電圧を表す電
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圧の特性図である。
【図４】図４はガンマ電圧に対応する明るさを現す特性図である。
【図５】図５はガンマ電圧によって液晶セルに引加される電圧を表す波形図である。
【図６】図６は図１に図示されたガンマ電圧の発生部及び列ドライバを詳細に表すブロッ
ク図である。
【図７】図７は従来の液晶表示装置に置いて色の歪曲が表す現象を説明するための色座標
図である。
【図８】図８は本発明の実施例による液晶表示装置を表すブロック図である。
【図９】図９は図８に図示されたマルチモードのガンマ電圧の発生部と列ドライバを詳細
に表すブロック図である。
【図１０】図１０は図９に図示された多チャンネルＤＡＣ部を詳細に表すブロック図であ
る。
【図１１】図１１は図８に図示されたマルチモードのガンマ電圧の発生部から発生される
ガンマデータの信号フォマットを表す図面である。
【図１２】図１２は本発明の第２実施例による液晶表示装置を表すブロック図である。
【図１３】図１３は図１２に図示されたメモリ/ガンマ制御部と列ドライバを詳細に表す
ブロック図である。
【図１４】図１４は本発明の第３実施例による液晶表示装置を表すブロック図である。
【図１５】図１５は図１４に図示されたタイミング/ガンマ制御部と列ドライバを詳細に
表すブロック図である。
【図１６】図１６は本発明の第４実施例による液晶表示装置を表すブロック図である。
【図１７】図１７は図１６に図示されたルックアップテーブルドライバを詳細に表すブロ
ック図である。
【図１８】図１８は図１６に図示されたルックアップテーブルドライバによって色温度が
修正されたデータと入力デジタルビデオデータのグレーレベル別の特性を表す特性図であ
る。
【図１９】図１９は色温度が修正された液晶パネルと従来の液晶パネルでの色温度を表す
特性図である。
【図２０】図２０は色温度が修正された液晶パネルの相関色の温度を表す特性図である。
【図２１】図２１は色温度の修正による色の再現効果を入力映像の色度座標及び従来の液
晶パネル表示映像の色度座標と対比して表す特性図である。
【符号の説明】
【００８５】
１、１６１：デジタルビデオカード
２、１２２、１６２：制御部
３、８３、１２３、１４３、１６３：列ドライバ
５、８５、１２５、１４４、１６５：行ドライバ
６、８６、１２６、１４５、１６６：液晶パネル
２１：第１ラッチ
２２：第２ラッチ
２３、４２：デジタルーアナログ変換器
２４、９７、１３６、１５６：出力バッファ
４、８４、１６４：ガンマ電圧の発生部
４１：基準電圧の生成部
４２、９４：バッファ部
４３、９５：ガンマ電圧の出力部
４４、９９、１３４、１５４：データ入力部
４５、９８、１３５、１５５：デコーダ
９１：ガンマ制御部
９２：メモリ部
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９３、１３２：多チャンネルＤＡＣ部
１００：使用者のインターペース
１０１：データ受信部
１０２：基準電圧の発生部
１２４：メモリ/ガンマ制御部
１４２：タイミング/ガンマ制御部
１６７：ルックアップテーブルドライバ
１７１：メモリ制御器
１７２：メモリ

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】

【図１７】
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【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】
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